
●
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
行
事
が
中
止
・
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

・
１
２
月
末
の
「
チ
ビ
ッ
コ
公
民
館
」
は
延
期
、

「
お
は
な
し
の
会
か
も
め
の
お
楽
し
み
会
」
は
中
止
、
１

月
上
旬
の
「
小
６
・
中
一
交
流
事
業
」
は
中
止
な
ど
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
残
念
で
し
た
が
、
こ
う
い
う
時

こ
そ
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

●
八
峰
中
生
の
地
区
奉
仕
活
動

１
２
月
２
５
日
（
金
）
午
後
、
八
峰

中
生
が
「
地
域
貢
献
」
と
し
て
、
各
地

区
で
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
浜
田
地
区
で
は
６
名
の

中
学
生
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
の
掃
除
を
買
っ
て
出
ま
し
た
。
床
掃
除
は
も
ち
ろ
ん
、

高
い
壁
や
窓
の
掃
除
等
も
手
掛
け
て
、
自
治
会
長
か
ら
感

謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

●
先
生
た
ち
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
会

１
月
１
１
日
（
月
）
、
１
２
日
（
火
）

に
、
町
内
の
教
職
員
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を

対
象
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
主
催
の
『
Ｉ

Ｃ
Ｔ
利
活
用
研
修
会
』
が
開
催
さ
れ
、
グ
ー

グ
ル
が
提
供
し
て
い
る
教
育
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
学
習
し
、
体
験
し
て
み
ま
し
た
。

先
生
た
ち
も
こ
う
や
っ
て
研
修
し
て
い
ま
す
よ
ー
。
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八
峰
コ
ミ
ス
ク
通
信

※コミスクは「コミュニティ・スクール」の略。ブログは『あきた白神からのCSレター2』https://blog.goo.ne.jp/gakkou772816b

八峰町コミュニティ・スクールは『将来の八峰町を支える人材の育成』と『持続可能な地域づくりの推進』を目指します

1月21日(木)『熟議』の報告です
熟議とは、年齢、性別、立場、考え方が違う人たちが集まって、課題解決のために意見を出

し合い、話し合いを重ねていくことです。お互いに理解が生まれ、考え方を共有することがで
き、課題解決のアイデアにつながることもあります。今回の熟議には17名が参加し、熱い想い
と笑い声が交差するにぎやかなグループワークになりました。

■八森小学校グループ（5名） テーマ『行事（運動会、サツマイモづくり、学習発表会等について』
「コロナ禍で、中止や変則的に行った行事を、今後どのように考えていったら

よいか」との課題に対し、参加者からは、「できれば行事の継続を」「運動会で
は、一般住民も参加できるような踊りを」「サツマイモづくりは密を避けて学年
単位で」「元気みこしに代わって通り踊り等はどうか」など、多くのアイデアが
寄せられました。

■峰浜小学校グループ（6名） テーマ『峰浜地区の先輩から、後輩に語り継ぎたいことは何か』
「かつての塙川小、水沢小、岩子小等のそれぞれの地域性を大切にして、峰浜小学校を作り上げていき

たいので、”伝えたいこと”を語ってほしい」との課題に対し、参加者からは、旧水沢小のサクラの木、
スキー大会、鍋っこ遠足、目名潟山登山、高峰山登山、旧岩子小のイチゴ収穫、
米づくり、梨づくり、合唱、俳句、石炭ストーブ、旧３校合同キャンプ、先生の
厳しい（愛ある）しつけ等、多くの思い出が寄せられました。
また、「旧３小学校は、地域文化や産業と結びついた特色ある学校だったので、

峰浜小学校でも良いところを取捨選択して学校づくりを進めてほしい」とのエール

も寄せられました。

■八峰中学校グル―プ(6名） テーマ『『生徒たちの商品開発、町内特産品販売の今後について』

＆『ふるさとめぐり』

「今まで、３年生のオリジナル商品開発と販売、２年生の町の特産品ＰＲ活動を外向けに行ってきた

が、コロナ禍のため町文化祭で開催した。今後の活動の在り方についてのアイデアを求めたい。また、

生徒たちが本当に町内のことを知っているのかという疑問があって、生涯学習奨励員の会からの提案の”

ふるさとめぐり”についてもアイデアを求めたい」との課題説明がありました。

前者については、「コロナ禍なので、まず足元から」「商工会としても応援している」「販売活動だ

けでなく、もう一歩ステップアップした活動を」など、

後者には「ふるさとを知らないと、特産品説明も地域紹介

もできない」「今はこうでも、昔はどうだったのだろう、

これからどうなっていくのだろうと考えてもらう良い機会

になる」などの意見が寄せられました。
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見
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